



























































































②残尿が 100ml 以上 200ml 未満であればさら
に 6 時間後再測定を行う。










































中１名は 4.5 時間後に自然排尿が 20ml しかな
く「ゆりりん」による残尿測定で 208ml，経過









「ゆりりん」129ml に対して導尿 150ml と「ゆ























　留置期間が 1 日〜 5 日までの患者 5 名では，
抜去後 6 時間以内に自然排尿があった。そのう
ちの 4 名は残尿感や排尿困難感の自覚症状もな
く，「ゆりりん」による残尿は 12 〜 71ml と比
較的少量であった。残尿量の解釈については詳
細なコンセンサスは得られていないが，正常範















なし 排尿困難感あり、尿意あり 420ｍｌ 㻠㻠㻜㼙㼘
20ｍｌ(4.5時間後） 208ｍｌ
66ｍｌ（5.5時間後） 270ｍｌ 200ｍｌ
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